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エグゼクティブサマリー 

電力部門が再生可能エネルギーの強靭性を主導している 
他のすべての燃料とは極めて対照的に、再生可能エネルギーの発電電力量は

2020 年に約 7%増加する。世界のエネルギー需要は 5%減少するが、長期契約、

送配電網への優先接続、そして継続的な新規プラントの建設が再生可能エネルギ

ー電気の高い伸びを下支えしている。これは、低調な経済活動による産業用途の

バイオエネルギーや輸送用バイオ燃料の減少分を上回る規模である。最終的に

2020 年の再生可能エネルギー全体の需要は 1%増加する。 

大きく顕在化しつつある経済の不確実性にもかかわらず、再生可能エネルギーに

対する投資意欲は依然として高い。2020年1～10月に入札にかけられた再生可能

エネルギーの設備容量は前年同月比で 15%増え、記録を更新した。また、中期的

な再生可能エネルギー事業の健全な成長やファイナンスへの期待から、上場する

再生可能エネルギーの設備製造業者やプロジェクトデベロッパーの株価は主要な

株式市場指数やエネルギーセクター全体を上回った。2020 年 10 月における世界

の太陽光発電関連企業の株価は、2019 年 12 月比で 2 倍以上値上がりした。 

再生可能エネルギー電気は Covid-19 に打ち勝ち、新規設備

容量で新記録を樹立 
2020年の再生可能エネルギーの設備導入容量は中国と米国に牽引され、前年比4
％増の約 200GW に到達する。風力発電と水力発電の高い伸びにより、再生可能

エネルギーの設備導入容量は記録を更新する。また、再生可能エネルギーの新規

導入容量は世界の全電源導入容量の約 90%を占める。太陽光発電の導入容量は

安定的に推移するが、これは個人や企業の投資優先順位の見直しによって屋上太

陽光が減少する一方、大規模プロジェクトが急速な伸びを示し、それを補うため

である。 

再生可能エネルギー産業は Covid-19 がもたらす諸課題に素早く適応した。IEA
は 2020 年の再生可能エネルギーの設備導入容量を 5 月時点の予測値から 18%上

方修正した。2020 年上半期はサプライチェーンの混乱や工事遅延によって再生

可能エネルギープロジェクトの導入が減速したが、生産活動や建設工事は迅速に

回復し、国境措置の緩和に伴って物流上の課題の多くは 5 月以降解消した。月別
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導入容量に関する IEA のデータベースによれば、再生可能エネルギーの設備導入

容量は 9 月にかけて過去の予測を上回り、欧州、米国、中国において迅速な回復

がみられた。 

2021 年、欧州とインドが再生可能エネルギーの急増を牽引 
2021 年、再生可能エネルギーの設備導入容量は順調に増加し、前年比 10%増を

記録する。この伸びは 2 つの要因によって促され、2015 年以降で最速の成長を

示す。第一は、建設工事やサプライチェーンの混乱が生じた市場における遅延プ

ロジェクトの稼働である。主要市場（米国、インド、複数の欧州諸国）の政府は

すばやく支援措置を講じ、政策や入札で本来 2020 年末と定めていた運転開始期

限の数カ月の延長を認めた。第二は、複数の市場において 2021 年も成長が見込

まれることである。例えば、米国、中東、ラテンアメリカでは、堅調なコスト低

減や継続的な政策支援のおかげで、Covid-19 以前に承認されたプロジェクトが

数多く存在する。 

2021 年のインドの再生可能エネルギーの設備導入容量は前年比で倍増し、全世

界の再生可能エネルギーのさらなる拡大を牽引する。風力発電および太陽光発電

の入札プロジェクトの多くは、Covid-19 に加えて契約交渉、土地調達の課題に

よる遅延を経て、2021 年に稼働することが見込まれる。 

2021 年の EU の再生可能エネルギーの設備導入容量は急増する。これは主に、

フランスやドイツで過去に入札された大規模太陽光発電や風力発電のプロジェク

トが稼働を開始するためである。EU大の 2030年再生可能エネルギー導入目標の

達成に向けた EU 諸国による政策、そして EU の復興基金による低コストのファ

イナンスや補助金がこの伸びを牽引する。中東、北アフリカ、ラテンアメリカの

再生可能エネルギーの設備導入容量は、過去に競争入札されたプロジェクトの稼

働開始によって 2021 年に回復する。 

主要市場の政策の確実性が高ければ再生可能エネルギー導入

は大きく拡大する 
再生可能エネルギーは Covid-19 に対して強靭性を示すが、政策の不確実性に対

してはそうではない。本予測の主要ケースによれば、主要市場におけるインセン

ティブ措置の終了や政策の不確実性により、2022 年の再生可能エネルギーの設

備導入容量はわずかに減少する。中国では、2020 年に陸上風力発電や太陽光発

電、2021 年に洋上風力発電に対する補助金が終了する。2021～25 年の政策的枠

組は 2021 年末に発表される予定であり、中国の 2022 年以降の再生可能エネル

ギー導入ペースには不確実性が残る。米国の陸上風力発電向け生産税控除の終了
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、インドの配電会社の資金繰り問題、ラテンアメリカの入札遅延も、2022 年の

再生可能エネルギーの設備導入容量減少に影響を与える。特に、陸上風力の発電

設備導入容量は全世界で 15%減少する一方、洋上風力発電設備の拡大は世界で

加速し続ける。 

各国が政策の不確実性に対処すれば、本報告書の加速ケースが示すように太陽光

発電と風力発電の設備導入容量は 2022 年にさらに 25%拡大し、過去最大の

271GW に達する。この成長の 30%は中国によるものであり、太陽光発電の年間

設備導入容量は約 150GW（わずか 3 年間で約 40%の成長）に達する。米国では

、クリーン電力向けの追加的な施策が講じられれば太陽光発電と風力発電はさら

に急速に普及し、電力部門の脱炭素化を加速する。 

再生可能エネルギーは全世界で電力部門をリードする 
コスト低減や継続的な政策支援が、2022 年以降の再生可能エネルギーの力強い

成長を牽引する。Covid-19 は多くの困難をもたらしたが、再生可能エネルギー

の拡大基調は変わっていない。足元では、既に多くの国で太陽光発電と陸上風力

発電が発電設備を導入する最も安価な手段となっている。自然条件に恵まれ、安

価に資金調達できる国では、風力発電と太陽光発電は既存の化石燃料発電と競合

する。太陽光発電プロジェクトは今や歴史上最も安く電気を供給する。2025 年

にかけて、再生可能エネルギー全体では世界の新規電源の導入容量の 95%を占

める。 

風力発電と太陽光発電の合計設備容量は順調に伸長し、2023 年にガス火力発電

、2024 年に石炭火力発電の設備容量を上回る。2025 年までの再生可能エネルギ

ーの導入容量のうち、太陽光発電は 60%、風力発電は 30%を占める。洋上風力

発電はさらなるコスト低減によって年間の導入容量が急増し、2025 年には風力

市場の 1/5 を占める。洋上風力発電の成長は、欧州から中国、米国といった多く

のポテンシャルを有する新たな市場に広がっていく。急増する変動再生可能エネ

ルギーの成長によって、安定的かつコスト効率的な電力システムへの統合のため

の政策の必要性が高まる。 

2025 年、再生可能エネルギーの発電電力量は石炭を抜いて世界最大の電源とな

り、全世界の 1/3 の電気量を供給する。水力発電は依然として再生可能エネルギ

ーの発電電力量の約半分を供給する。水力発電は圧倒的に大きな再生可能エネル

ギー源であり、風力発電、太陽光発電がその後に続く。 

再生可能エネルギーのコストの継続的な低減により、投資の状況や政策の役割

が変わりつつある。（入札や FIT といった政策的措置によらない）純粋に市場由

来の再生可能エネルギーのシェアは足元では 5%以下だが、2025 年には 3 倍の
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15%超に達する。このような再生可能エネルギーには長期電力契約あるいは卸電

力市場価格に強く晒される発電設備、その他の契約によるものが含まれる。収入

の長期安定性を確保する上で政策や規制枠組は引き続き非常に重要だが、競争に

よる契約価格の低下が続く。今後 5 年間に新規導入される再生可能エネルギーの

設備容量の 60%が入札やグリーン証書スキームの対象になる。大手の石油・ガ

ス企業による再生可能エネルギー電源への投資は、2020 年から 2025 年の間に

10 倍に達する。 

バイオ燃料は COVID-19 によって過去 20 年間で初の減少に

転じる 
バイオ燃料産業は Covid-19の影響を強く受けた。2020年の全世界の輸送用バイ

オ燃料生産量は 2019 年の最高記録を 12％下回る。過去 20 年間で初の年間生産

量の減少であるが、これは輸送用燃料需要の低下と化石燃料価格下落によるバイ

オ燃料の経済的魅力の低下によるものである。米国とブラジルのエタノール、欧

州のバイオディーゼルの生産量が前年比で最大の低下を示した。 

燃料需要の回復と主要市場における力強い政策があれば、2021 年の生産量の回

復と 2025 年にかけての持続的成長を達成しうる。この場合、中国とブラジルの

エタノール、米国と東南アジアのバイオディーゼルと水素化植物油の生産量は最

大の伸びを示す。 

再生可能エネルギー熱は需要ショックの影響を受ける 
Covid-19 パンデミックに起因する経済活動の低下により、産業部門の熱需要は

民生部門以上に低減する。このため、再生可能エネルギー、特に産業部門におけ

るバイオエネルギー利用は影響を受けるが、Covid-19 による再生可能エネルギ

ー熱の短期的需要への直接的な影響は限定的である。産業部門と民生部門におけ

る熱利用の電力需要は世界的に減少しているが、発電電力量に占める再生可能エ

ネルギーの増加により、再生可能エネルギー電気の熱に関係する需要は 2020 年

に両部門で増加する。 

今後 5 年間、再生可能エネルギー熱のシェアは概ね横ばいで推移する。2025 年

の再生可能エネルギー熱の需要は、産業部門よりも民生部門における熱需要の伸

びにより、2019 年比で 20％増加する。しかし、産業部門に牽引される形で熱市

場全体が拡大するため、2025 年の世界の熱需要に占める再生可能エネルギーの

割合は 12％にとどまる。非再生可能エネルギー由来の熱需要が大きく変わらな

ければ、2025 年の熱由来の CO2 排出量は 2019 年比で 2%減にとどまる。 
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近年の政策動向は再生可能エネルギー利用を急速に拡大させ

る可能性がある 
クリーンエネルギーに重点を置いた経済刺激策は、直接的または間接的に再生

可能エネルギーの導入を下支えする。これまで各国から発表されたエネルギー関

連の総額 4,700 億ドルに及ぶ経済刺激パッケージは、そのほとんどが短期的な経

済支援を目的としたものであり、クリーンエネルギーに重点を置いた経済成長を

目的とするものは約 1,080 億ドルである。これらの刺激策は、再生可能エネルギ

ーに対する直接的な追加的財政支援、または建築物、送配電網、電気自動車、低

炭素水素などへの間接的支援によって再生可能エネルギーの導入を下支えする。

EU の経済復興計画もこれに該当し、3,100 億ドルの気候変動対策への支出を含

むことが見込まれる。 

輸送部門は Covid-19 による影響が深刻であるため、輸送用の再生可能エネルギ

ー燃料への支援はとりわけ有望である。もっと支援できるし、支援すべきである

。例えば、Covid-19 を受けて政府支援を得た世界の航空会社 30 社のうち、環境

条件の縛りを受けたのは 2 社、持続可能な航空燃料の 2%混合義務が課されたの

は 2 社だけである。 

主要市場におけるネットゼロ排出目標によって再生可能エネルギーの導入は加

速する。EU や複数の欧州諸国に続き、最近アジアの主要 3 カ国が（日本と韓国

が 2050 年までに、中国が 2060 年までに）ネットゼロ排出の達成を宣言した。

これらの宣言の効果を正確に評価するのは時期尚早であるが、これらの野心的目

標は再生可能エネルギーの普及をあらゆる部門で一層加速し、世界の再生可能エ

ネルギー市場に多大な影響を及ぼす。  
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2020年5月、IEAの再生可能エネルギー市場報告書では、Covid-19が
2020年及び2021年の再生可能エネルギーの導入に与える影響を分
析した。この早期の評価では、Covid-19危機によって世界における再
生可能エネルギーの成長が（止まらないものの）阻害されることを示
した。パンデミック発生の半年後もなお、Covid-19は世界経済や日
常生活に影響を及ぼしている。しかし、再生可能エネルギー市場、特
に発電技術は既にCovid-19に対する強靭性を示している。再生可能
エネルギー市場報告書「Renewables 2020」では、2025年にかけて
Covid-19が電力、熱、交通部門の再生可能エネルギーに与える影響
について詳細な分析と予測の結果を提供する。




